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可変ディジタルフィルタは,周波数選択性をたもったまま,遮断周波数が調整可能
な機構を有するディジタルフィルタである.本研究では,画像･映像処理を行う多次
元ディジタルフィルタを対象とし,可変の1次元および多次元周波数特性を有するフ
ィルタ伝達関数とフィルタ構造の最適設計を目的とする.また,これまでの可変ディ
ジタルフィルタの研究は,可変特性の実現法の提案についてのものがほとんどであり,
可変ディジタルフィルタの信号処理-の応用については具体的にはほとんど研究さ
れていなかった.そこで,本研究では,画像･映像の処理に適用することで, 1次元
および多次元可変ディジタルフィルタの実際的な信号処理能力をあきらかにし,その
応用分野を開拓することを目的とする.
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研究成果
平成1 5年度は,多次元ディジタルフィルタの周波数特性の可変機能について
考察し,多次元可変ディジタルフィルタの最適設計法とその周波数可変性能につ
いて理論的に考秦することを目的とし,以下のように研究を行った･
1.これまでに知られている1次元の可変ディジタルフィルタ(周波数変換,莱
数･複素並列形全域通過構造,低次元分解構造)の設計法を整理･比較し･
その多次元-の拡張可能性を考察した･
2.上記の考察をもとに,円対称低域通過形の多次元可変ディジタルフィルタの
設計手法を検討した.ここでは,多次元可変ディジタルフィルタとして･並
列全域通過構造,伝達関数の周波数変換による構造･状態方程式上の周波数
変換による構造によって,多次元可変ディジタルフィルタの可変特性を実現
する手法を検討した.
平成1 6年度は,前年度に設計された多次元可変ディジタルフィルタを画像･映
像処理に応用し,その借号処理能力を実政的に評価する･また･多次元ディジタ
ル信号処理を古いフイルム映像のディジタル修復に応用し･その修復能力を評価
した.
1.前年度に設計された多次元可変ディジタルフィルタによって画像の適応的雑音
除去をおこなった.
2.古いフイルム映像のディジタル修復の一つとして･プロツチ除去のために多次元
可変フィルタを応用し,その除去能力を評価した･本アルゴリズムでは,移動物
体をあらかじめ検出し,プロツチ除去性能を大幅に向上させた･
3.古いフイルム映像のディジタル修復の一つとして･位相限定相関による位置づれ
補正アルゴリズムを開発し,位置づれ検出と補正能力を評価した･また･整数値
の位置づれしか検出できない補正アルゴリズムを非整数値の位置づれ検出と補
正に拡張し,補正精度を1 0倍に向上させた･
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